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研修の様子

参加者の感想

 「人づくり・つながりづくり・地域づくりの
　　　　核となる公民館活動を進めていくために」
　　　　　　　　　　　　　　　 　 社会教育研修センター　　　社会教育主事

■普段話す機会のない地域の職員で交流でき、とても勉強になった。宮城先生からは“が
んばりすぎない”姿勢の意味、原さんのパワーに刺激をもらった。プレーヤーになりすぎ
ず、任せる姿勢を大切にしたい。
■宮城館長のお話の中で、人を惹きつける発想や仕掛け等、沢山学ぶことができた。ま
た、荒木コミュニティーセンターの講座の素晴らしさも改めて感じることができた。
■たくさんのヒントをいただいたので、当地区バージョンに変えて活用したいと思う。
■まずは自分が楽しむことができて、無理をせず小さなことから継続して事業を企画して
いきたい。他地区との交流時間は貴重だと実感した。
■今までどうしても参加者はお客様的感覚だったことが結果的に参加者との関係が薄く
なっていったのだと気付いた。職員全体の意識を変えていく事から始めたいと思った。
■演習（ワールド・カフェ）でモチベーションが高まり、やる気が生まれ前向きになれた。
■荒木コミュニティセンターの発表は地域住民の方を巻き込む理想の形だと思った。同じ
ことはできなくても、何かしら参考に今後の活動に役立てたいと思いった。

 「これからの公民館等職員に求められる力とは？」
　　　　　　　　  　 出雲市荒木コミュニティセンター長　　　 原　敦代さん

「人づくり・つながりづくり・地域づくりの核となる公民館活動のありかた」
　　　　ー“動いて”“変えていく”公民館活動を展開していくためにー

　　　　　　           　那覇市若狭公民館　館長　　　 宮城　潤さん

「人づくり・つながりづくり・地域づくりの核となる公民館活動のありかた」
　　　　　  ー“動いて”“変えていく”公民館活動を展開していくためにー
　　　　　　　　　　　　 　  　 那覇市若狭公民館　館長　　　 宮城　潤さん

9:50～15:40

公民館等職員専門研修

◍公民館等において核となる職員に求められるマネジメント力およびコーディネート力につ
いての理解を深め、“動いて”“変えていく”ために必要な取組を考える。
◍県内の社会教育の中核となる公民館等職員どうしのネットワークづくりをとおして、今後
の業務への意欲を高める。

令和５年１０月４日（水）
県立男女共同参画センター

　　　　　　　　あすてらす 3F研修室 97名

【 講 義 】【 実践発表 】

【ふり返り】【 演 習 】


